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洪水調節方法見直し案の検討

①鶴田ダム洪水調節の検証
②洪水調節方法の見直しの可能性
③情報提供のあり方
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河川管理者 ： 関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】
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鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成）
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第７回検討会 H20.6.5

第１回検討会 H19.2.6 第８回検討会 H20.11.25

第２回検討会 H19.2.28 第９回検討会 H21.5.26

第１回意見交換 H19.3.17 第10回検討会 H21.11.27

第３回検討会 H19.3.27

第４回検討会 H19.4.26 第１回ワーキング H19.4.23

第５回検討会 H19.5.29 第２回ワーキング H19.5.9

第2回意見交換 H19.7.21 第3回ワーキング H19.5.20

第６回検討会 H19.12.26

検討会・意見交換会

ワーキング

検討会の目的（住民意見の反映）検討会の目的（住民意見の反映）

洪水調節洪水調節
① 予備放流水位を貯水位130.0mまで低下させる基準の見直し
② 計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し
③ 更なる洪水調節容量の増量（貯水位130m以下に低下させる）

情報提供情報提供
① 住民への情報提供

・防災無線、ダム警報局、ダム情報表示板等の活用
② マスコミとの連携

・テレビ画面にテロップ表示等
③ 防災意識の向上に向けた取り組み

・防災訓練及び日常の広報活動

平成１９年度出水期から実施平成１９年度出水期から実施

第２回 意見交換の様子
（H19.7.21 虎居地区公民館にて）

第１回 検討会（H19.２.6） 第６回 検討会（H19.1２.26）

第７回 検討会（H20.6.5）第１回 意見交換（H19.３.17）

第８回 検討会（H20.11.25） 第９回 検討会（H21.５.26）



予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し

更なる洪水調節容量の増量

洪水調節方法の見直しについて洪水調節方法の見直しについて 情報提供のあり方について情報提供のあり方について

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）

住民への情報提供

・地域住民の方々、国・県・市町が連携し、高い防災意識の継続を図る。

・検討会で決まった事の実施状況の確認及び改善を図る。

・新たな課題の抽出及び対策について検討。

[お問合せ]
国土交通省 九州地方整備局

鶴田ダム管理所 0996-59-2030

①①防災無線防災無線
自治体からの情報（避難情報等）に加え、

河川やダムに関する情報を放送します。

②②ダム警報局ダム警報局
ダムの放流に関する警報に加え、

自治体からの情報（避難情報等）を放送します。
ダムの放流に関する警報をこれまでの２回から４回に増加します。

③③情報表示板情報表示板
ダムの放流に関する情報表示に加え、

河川の水位情報や自治体からの情報（避難情報）を表示します。

（情報表示板）ダム・河川・町の情報の表示例

河川情報
レベル５

はん濫の発生

さつま町情報

虎居、川原
避難指示

鶴田ダム情報
ダム操作中

ダムへの水量が
計画規模以上

マスコミとの連携

テレビ画面にテロップ表示等
情報提供に関する勉強会の実施

防災意識の向上に向けた取り組み

住民を含めた防災訓練および日常の広報活動の実施

平成18年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、予備放流によ
り貯水位を標高130.0mまで低下できるよう基準を見直しました。

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ、さらにダム流入量
の最大発生後の放流量を逐次見直し、放流量の増加を穏やかにします。

大規模洪水が予測された（基準に該当）場合、更なる洪水調節容量を確
保するため、発電放流を停止し貯水位を標高130.0ｍ以下へ下げます。
※ダム貯水位が１３０ｍ以下になるとダムの放流量に限界（水圧が小さくなるため）が
ありますので、可能な限り低下させるよう努力はしますが、どこまで下げられるかはダ
ムの流入量で決まります。

【効 果】

① 最大放流量 H18.7洪水に対して毎秒210m3低下

② 計画規模を超える洪水調節操作時の放流量の勾配

現行操作よりも緩やかにする

③ 宮之城地点水位 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下

※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。

鶴田ダム放流
中・・・

テレビテロップで表
示

【基準】
ダム上流域の流域平均雨量

が１２時間累加雨量
８０mm以上

且つ
今後の予測雨量
（気象庁：天気予報）が

１６０mm以上
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貯水位を低下

スクロールによる表示

鶴田ダムではダム見学を受付中です！

※予備放流水位を標高130.0ｍまで低下
させる見直した基準と同じ


